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 論文題名 
Frontal fibers connecting the superior frontal gyrus to Broca’s area: A cortico-cortical 





野をつなぐ Frontal aslant tract(FAT)が注目されている。本線維は自発的な発語や発語
のはじまりに関与していると言われており、Tractography などにより既にその存在が示
唆されているが、いまだ電気生理学的な検証はあまりされていない。今回我々は皮質—
皮質間誘発電位(CCEP)を用いて、電気生理学的に本線維の同定を行った。       
 研究方法  
 左前頭部の開頭術を行った８例において、Broca 野刺激を行い上前頭回にて CCEP を
記録し、その後双方向性を確認するために逆方向の CCEP を記録した。また、FAT の
Tractography を描出し、CCEP の結果と比較した。                 
研究成績及び考察 
 ８例中７例において上前頭回と Broca 野の双方向性の CCEP が測定できた。６例では
Tractography と CCEP の結果が相関していた。Broca 野の刺激により上前頭回で測定
した CCEP の潜時は上前頭回を刺激し、Broca 野で測定した CCEP の潜時より有意に短
かった。                                    
結論 
 CCEP をもちいて FAT を電気生理学的に同定できた。このことにより、今後 FAT の
術中モニタリングが可能になるものと思われる。また、潜時に有意な差があることは、
線維の方向性が等価ではないことを示しており、本研究を進めることにより、言語ネッ
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論文題名 
Frontal fibers connecting the superior frontal gyrus to Broca’s area : A 
cortico-cortical evoked potential study 
（皮質—皮質間誘発電位を用いた上前頭回とブローカ野を結ぶ白質線維の同
定）  
結果の要旨 
 本研究では、皮質—皮質間誘発電位を用いて、上前頭回と前方言語野の電気生理学的なつ
ながりの双方向性を確認することができた。また、上前頭回より前方言語野への線維と前
方言語野より上前頭回への線維が等価ではないという結果であった。 
 刺激及び記録部位が限られている問題や、腫瘍性病変のない症例が少ないことなどが限
界としてあげられるが、今後この研究を発展させることにより、脳内の言語ネットワーク
のさらなる解明の一助になると考えられる。 
 また手術に際し、本手法を持続的に用いることにより、本線維の電気生理学的なモニタ
リングへの発展が期待される。 
 本研究は博士の学位授与に値すると審査員全員に認められた。 
 
 
 
 
 
 
